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《死せる魂》について

灰 谷 慶

ゴーゴリがロシアの文壇に登場したのは， 1830年，彼が 21才のときであったc 中編小

説《ビサヴリューク，あるい斗イワン・クバーラの前夜>> DHCaBpJOK， H.JIH Beqep HaK3-

HyHe HBaHa Kyna.JIa か雑誌;祖国雑記 OTe4ecτBeHl-lhfe3anHCKH の 2月号:-3月号

に掲載されたのであるJ〉け己ぜる魂》ん1epTBhleLly山況に着手したのはそれから 5年後，

18:-35 {ド，彼が 26才のときである C 以後、 1842午 5 Jj の第 li~ÎH出版までの 7 年間と，吏に

1852 年 4:-3才で死ぬまで第 2 出の完 '~ì二努力を傾けた 10 年間，台わせて 17 年間， つまう

白己の作家活動の全期信l'i~ Cl) 大半を《死せる魂》の執筆iこ ~I(やし〆久、る C ゴーゴリのfF-:品

の多い主 1835年までに書かれてL、るのであって， それ以後，死までの出1;，ニ書カ寸Lた主要

{ノI:Mlは， I日作の改{乍を除けば、，彼が多作家でなかったとは d え，戯曲《抜察官)>， <<結婚>>，

Lド編宇説《タト14》，《ローマ>>(未完)くらいのもので， ぷよ全作家ゴーゴリの心血は《死

せる魂>> -~f'ドに注ヵ，JLたと戸えよう C だが苦行ともいうべき努力iこも拘わらず，第 2部は

未完tこま冬ってしまった02〉

《死せる魂》第 2認が末完にま冬った京国が， 員以語Ij干のロシアの説実を理解しないゴー

ゴリり， 1843年頃から顕著になっに精神的危機ないし思想的転換と彼の作家的才能との背

馳にあるとする見解は， ゴーゴリに宛てたベザンスキイの有名な書簡めを待つまでもな

く、 19世紀以来今日 iニ至るまでー貫して存在するのであるが 4) ゴーゴリ iこ思想といわれ

るものの転換があったのかどうかは，よなはだ難かしい関長!さであって，アポロン・グリゴ

ーリェフのような反対忌見も存在するのであるJ)

本績におい亡¥.t， <<死せる魂》第 1部の，主として創作過程及ひ形式を取扱うことによ

って， ゴーゴリの作家としての使命惑の深化と作家的才訟の本質の間記という側面から

1) このfiij1r， tなオフら 1829jドハ 3JJ ;こ;ム ナ~三二Hit'i己主 <<i e， 1)γ>> Y1TaJIH5.!どI'fI，:L 一fli.!E!の(J
CblH OTe'-leCTBaの12~}1こ兎 N し. 6 Hiこは B.AJ10B ザド、〉子ームのもと彊二 1111詞叙 'J~，;!J' <<カンノ
・キューへ 1)カ九テン>>raHu， KIQXe'-'lbrapTeHをn背iil 烈しといる :J- ，h と{~， <<[ '7 / .アパーラ
の前夜》によって文壇の託行を;土じめて受(ナた(ブレトニョブノュコーブスキイ手と I{!I識をf'，}る)
という}，r，(で， 1830 年を土壇技場の午士見なすのが豆、1こ忠われ乙 c

2) ゴ_ -:.i' J) 主， <<71:ぜるム}j)，>>ミヲ 2出(1)可能((2 J立与:'t);Il) i~ り 1 /'l: I j ; .::， 1宗45q牟ぴ)7 JJ [ヂ!， 2 ，主 i1;ょ?ピグ汗'j
l!ij ，1)ぷ52;1‘ 2 !J とiちィ;Jtue 二内 (IIJ二七日.B. ! /'乙ン 2ノノ}:1 l' .tL~ .二 It1:1 (n. B. AHHeHKOB， 
J1HTepaTypHble BOCnOMHlIaHlI兄， M.， rY1XJI， l~川り， CTp. j三:ハ， ISU旬、て i，J立!1l1 二ト〉ニー
に/工って¥.、るカ 二心事ブミば1:1切で一:うる
3) Iわた上が思うに，・・…・あなたがロシアを深〈知っ亡いるのよ，三三市京とじてのみであって，思索、宇
る人|況としてでしtないのです」くB.r. EeJIHHCKH詰， T10.'IH. c06p. CO可.， M.， AH  CCCP， 1953---.. 
'56， T. X， CTp. 213.) 
4) CM. M. B. Xpar円 eHKO，TBOp可eCTBOroroJI匁， M.，日3，ll-BOAH  CCCP， 1954， CTp. 50三 H.JI. 
CTenaHOB， H. B. roro.'Ib， 2 H3，ll.， M.， fY1XJI， 1%9， CTp. 531 
5) A. rpHropbeB， C06p. co可 nO江pe，ll・ B.φ.Ca江OBHHKa，M. - fIr. -~ Ka3aHb， 1916， BbIn. 8， 
CTp.6. これにぺL、ζi土， 1111椋 r-1830T ft;前半i二.ti: r-r.;ゴーゴ I}，J) 3CTeTH3M と江eMOHH3M こつ
にいと 1i+~ ;.1 -/ --;'主''t会1?科i， ;'-1; 11 ~J. 19()i'¥， 29 ;'(台"!l/.{，
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灰谷慶三

《死せる魂》第 2部挫折に至る・要因をさぐることにした¥.'0 なお安 ニこに言う創作過程

とは，作者の創作意図の主要な筋道を明らかにしようとするもので，主なものだけで6種

類ある《第 1部》の草績の異i司を取りあげるのではなL、その点については，必要最小限

にとどめるニとをおことわりしておく O

2 

<<死せる魂》は， 正確には《チチコフの遍歴， あるいは死せる魂一ーポエマ》口OXO)K・

).{eHHe 4HtIHKOBa， HJIH l¥1epTBbIe瓦yum一日03Ma と題して 1842年 5月に出版されたO

ゴーゴリ自身の絵筆になるこの初版本の表紙では，口03Maの一語が MepTBble丘yumよ

りもはるかに大きく措かれており，それは単にレイアウトの問題として退けられるべき

ものではなく， この小説の構成， ジャン/レの点から見て， 非常に興味のあることと言え

よう c

罵知のように， <<死せる魂》は，チチコプなる人物がある地方の県庁所在地に現われて，

近隣の地主から死んだ農奴を買い集め〈というのは，当時のロシアでは次に行なわれる戸

籍調査までは，その荷数年間に死んだ農奴も脊錨物件とみなされ亡いた)，それを担保に

後晃会議院から金を借りようとするが，事が露見しをうになって遁走するという話で，

通常の長編会説にみられる物語的筋の発展があるのではなし、。ある物語が作品の中で独立

した力をもっと展開して行くというのではなし、。しかし，作品の構成はかなり複雑である

と言えよう O 死んだ農奴を売買してひと儲けしようという奇想天外とも亘うべき着想を核

とLて組み丘てられた無数の面から或り立っているのである c そLてこの核をなしている

のは，主題としてのこの着想であると共に，それを着想したチチコフでもあり，またチチ

コブを背後から支える作者自身でもある O チチコフを中心として構成される無数の面の中

で主要な面をなしているのが，マニーロフ，ソバヶーヴィチ，ノズドザョフ，プザューシ

キγ，コローボチカといった地主の描写であり，その他様々の面をなしているのが，知事

をはじめとする役人たちの措写，コベイキン大尉や，キーファ・モーキェヴィチとその患

子モーキイ・キーブォヴィチなどのエピソードであり，ロシアの自然、の描写を含む倍々の

場面.や作者の行情的 oTcTynJIeHHeである O これらの面はどれひとつをとってみても，そ

れぞれが独立していると同時に，作品全体としては面と面とぶ巧みに組み合せられた多面

誌をなしていると言えよう O

ところで，くポエマ〉と自ら名づけたこの独特の形式をゴーゴりが最初から構想してい

たわけではなかった O ゴーゴリが《死せる魂》についてはじめて言及してし、るのは 1835

年 10月 7日付のプーシキンに宛て七手紙に;おいてである O 彼は次のように書いている O

k死せる魂》を書きはじ占ちました。主題 CIO)KeTは長大なロマンにふくらんできました O

そして，非常に滑稽なものになると思われます。ただ，今のとこるは第3章で中断しまし

た。簡単に出会うことのできるような，適当た告げ口屋必e).{HHKを探しているのです。

払はこのロマ γで，たとえ半面ーからでも全ロシアを示したし、と思っておりますJ6)<<死せる

6)討.B. rOrOJlb，口OJlH.co6p. COt:I.， B 14 TOMax， AH CCCP， JI.-M.， 1940"-'52， T. X， CTp. 375. 
ゴーゴリの詐iflz，子紙)';. ---->切の引用法すべてこの較によった。以ト， rOrOJlb， T. I， CTp. 1のよ
うに /J~-t 0 
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(<死せる魂>>~こっし、て

魂》第4章は大ぼら吹きで中傷屋のノズドリョブの描写に当τられてし、るかb，第 3章を

中断して[適当な告げ口屋!を探してし、心という手紙の文面とは一致するのとあるが，主

題(;t長大なロマンにふくらんで来つつも， I滑稽なものになると忠われるJ，子たとえ，半

自治、らでも，全ロシアを示し l.:...t.、jというような主観的期待なL、しは願望が述べられてL、

心ことからも察せられるよジに，ニの段階のゴーゴリ北まだかなり模索の状態にあったc

しかも注意しておくべきことは，ゴーゴりかくく死せる魂》をくロマン〉と呼んでいること

である O

ゴーゴリが《死せる魂》を書こうと思い立ったそもそもの動機は必ずしも現らかなはな

L 、彼自身の言葉によれば((死せる魂》の主題も《検察官》の場合とi司様プーシキンか

ら与えられたことになっている O ゴーゴザは後tこ(1847年) <<作者の告白>> ABTOpCKa兄

HCnOBe，llb の中で書いてL、る o I印刷uこなった私の初期り作品の中に人々が認めたあの陽

気さの原因は，ある種の精神的欲求にあった。私自身にも判らない憂うつの発作があらわ

れていた。それは，おそらく，私の病的状態からおこったものであったろう O 立分自身を

楽しませるために，私法思いつくだけの滑稽なものをなんでも考え出していた。滑稽この

上ない人物や性格を思い出し，なぜそんなことをするのか，何のためするのか，またそん

なことをして誰にどんな利益があるのか，などといったことはまったく考えもセずにそれ

らの人物性格をわざともっとも滑稽な状態に置いてみるのであった。……だがプーシキン

のおかげで私法問題を真剣に見るようになった。彼は，すでに以前から私に長編 60JIb出 oe

COl.JHHelmeにとりかかるように勧めて」、た。そして，最後に， 自分自身の主題を，その

主題を素;こして後岳身が何かポエマのようなものを創ろうとしt.:..，そして彼の三葉によれ

ぽ，他の誰にも与えないような主題を弘に与えてく，htニ。 これが((死せる魂》の主主きで

あったoJ7)以上の証言が真実かどうかはにわかに断定できないが，ゴーゴリ自身心動機に

ついての積極的発三が得られない以上，主題云々は加として，長編執筆をプーシキンに勧

められたことだけは確かかも知れない O

もっとも，ゴーゴザがロマンを書こうと試みたのは((死せる魂》がほじめてではなく，

1830'"'-'32年にか;子てウクライナの昔に取材した歴史ロマン《ゲトマン>> feTbMan (未完〉

を手掛けていたし， 1835年には同じく歴史ロマン《タラス・プーリバ>>Tapac 6YJIb6aを

完成していた。しかも，ゴーゴザの創作系譜を見てみるならば，歴史的過去と境代生活へ

の関心がパラレノレに進行しているのであって<<タラス・ブーリバ》は現代に探し求めら

れぬ芙雄への讃美・憧慢であり，それと表裏の関係にあるのぷくベテ/レブノレクもの〉にみ

られる現代の俗悪卑俗，倦怠，堪えきれぬほどの平凡さに対する誠事jなのである c 従っ

て，現代生活に取材したロマンを書いて;みたいという一般的要求がゴーゴザの内にまった

くなカ、ったと否定することもできなL、ように志われるc むLろ，そうし丈こ一一般的要求が未

だ具体的姿をとって十分に発酵するまでに重っていなかったと言うべきであろう o Iたと

え半面からでも全ロシアを示したし、 jという構想は，主人公のロシア遍歴という点iニ魅か

かれただけの漠然、としたものでー被は未だ，昌己の天賦の才能の導くままに，ある意味で、

は無意識のうちに笑いを創造工てL、fニtl)三ある。すでに《ディカニカ近郷夜話)) Bel.Jepa 

7) roro凡b，T 九rIII，cTp.1:矧)to.
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灰谷慶三

Ha xyTope 6.lIH3 llHKaHbKHや《ミノレゴロト>>MHprOpOJI.にあらわれていた笑い，滑稽

さの中にひそむ人生の空虚，港怠，卑俗をゴーゴザ自身は彦、識していなかった。プーシキ

γに宛てた子抵の[非常に揖穫なものになると思われます」という言葉は，その結果であ

っfこ。

主題に対する作者としての嬰確な意図，全編に対する一定の把握がなくては長編小説を

ゆるみなく描き切ることはできなし、。作者の一貫した構想のもとに十分な表現力を駆使す

るのでなければ，ロマ γの特性を生かすことはできないであろう O ゴーゴりは書き進める

につれて壁に行き当った。後に彼は， やはり くく作者の告白》の中で次のように述べてい

るoIプーシキ γは《死せる魂》の主題が，主人公と共にロシアを男遊し， きわめて多種

多様な性格を数多く引き出す完全な自由を与えるという点で，私に適してし、ると見てい

た。私は詳細な計画をたてずJこ，主人公自身がそもそも如何なるものであるべきかを明瞭

に理解せずに書きはじめようとした。私は簡単に考えていたのである C チチコフの遂行す

る滑繕な目論見自体が，私、を多種多様な人物や性格に導くであろう，と C また，私自身の

中~こ生れた笑いたし、という欲求は，感動的なものと混合させようと私が思っていた多くの

滑稽な現象を，ひとりでに創造するであろう，と O だが，私は筆を進める度に疑問にさえ

ぎられた。なぜこんなことをするのか? これは何のためなのか? このような性務は，そ

れ自体がいったし、何を語るべきなのか? ニのような現象自体がし、ったし、何を表現すべき

なのであろうか?と J8) 従って，最初の三章をゴーゴリがプーシキンむ前ではじめて朗読

したときには，後のゴーゴリ自身心言説にもかかわらず，主LA.ツャプロフスキイの言う

ように，ブーシキンに強い印象を与えなかったかも知れないのであるJ〉

3 

ゴーゴザは《死せる魂>>の行き詰まりを喜劇の執筆へと振り向けたc しかし，それは意

識的というよりは， r喜劇が書きたくて手がふるえるJ10) という多分に自然発生的な要本

8) roroJlb， T. X， CTp・440.
9) ゴーゴリは 1846年に発表した《友人との往復書簡撰>>Bbl6paHHble MeCTa H3 rreperrHcKH C江py-
3b匁MHの;:tの r<<死せる魂>>iこ関 L，諸種;の人物に宛てた1m通の手紙J4eTblpe rrHCbMa K pa3HbIM 
JIHl1，aM rro rrOBOぇy <<MepTBblx Jly出》の第三の子紙で次のように書いている o 1;私が《死せる
魂》の最初の方の章を，それがは誌あったままの形でプーシキーンにr;せって読みはじめたとき， いつ

もは私の朗読を開いて笑っていたプーシキンぷ〈伎は笑いが好き J三った)， 次第に顔を去らせ始め，

ついにまったくふさぎこんでしまったC 朗読が終ったとき，伎は憂うつな戸~C~言った。 Fああ，わが

ロシア i工なんと憂うつなのだろラ』この一事は私を驚かしたっ・…ーこのときから，私ばもう《死せ

る魂》がi/lぎ起こすことのできたその重苦しいi羽曳をどうやって緩和すべきか， ということだけ合
与えるようになっ/、ニJ(forOJIb， T. VIII， CTp. 294). Lかし <<PYCCKH長 ApXHB>> の艇長日.11. 
パルテーニェブのi司想録によれば，プーシキンの友人口.B.ナシテョーキンが「コーゴ、リがゾーシ
キンの前で《死せる魂》を読んだというのは対怠できな¥，.。なぜならブーシキンはいつもすぐれた
作品についてユ，すベーと，伎(ナシチョーキン)に話してくれたが<<死せる魂》については話さな
かっ/ニヵ、 bだJ.という O これにつL、てツャブロフスキイは「ナシチョーキンの主去は，この朗読が
ブーシキンに強い印象を残さなかったということだけを言ったにすぎないJと述べ， B.ギッピヮメ
むこの説:こ同意している (H.B. fOrOJIb B rrHCbMax H BocrrOMHHaHH兄X，COCT. B. fHrrrrHyc， 
113Jl・BOφeJlepa山f冗， M.， 1931， CTp. 120). ゴーコ‘リが朗読しなかったという反誌はないし，プー
シキンが《死せる発》についてナシチョーキンに話さなかったという点から見ると， ツャブロフメ
キfの品が妥当でちろう。

10) fOrOJIb， T. X， CTp. 375. 
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《タピせる魂})iこついて

によるものであった。彼は，先に引用した 1835年 10月 7日付のブーシキ γ宛の手抵で，

《死せる魂>>の中断を報告すると共に， r喜劇iの主題を，真にロシア的なものならアネグド
ートでも良いから年えて返しいJll)と頼みこんでいる O その結果生まれたのが《検察官》

PeBH30p であった。喜劇の主題をプーシキンから受け取ると、 ゴーゴザは直ちに執筆に

着手し，約2ヵ月後の 12月 3日，初稿を脱稿している O

ゴーゴりは《検察官》を書きあげるとすぐに，ポゴージンiニ宛てて次の様に書いてL、る

(1835年 12丹6日)0rこの 1年半はぼくによって不名誉な年月でした。なぜなら一般の
意見は，ぼくが白分の仕事でないことをやったと亘っているからですく筆者註:ベテルブ

ノレク大学での中世史の講義の二とλ こz乃 1年半の間ぼくはそこから沢山のことを引き出

L.心の宝庫:に付け加えました。い土子子供つはい考え，以前のぼくの限られた範囲の知

識ではなく，真理と吾、ろしいほどの偉大さに満ちた崇高な思想がぼくを興奮させました 0

・…量根裏に近いぼくの狭い部屋の中立，ぼく tこすぼらしい一瞬を与えた天上の客に平安

あれ/ 誰もあなたを知らないの之、す。新たな摂覚めのときまで，あなたを心の底に再ひ、

しまっておきます。とさが至れば，あなたは大いなる力で引き出され，学者屈した無学者

の厚顔無恥，学者ぶった無学者的俗物，いつもうなづいてL、る公衆，等々，その他諸々の

人l主自説に固執できなくなるでしょう C ……(中略)ぼくは今や新鮮な空気の中に出まし

た。花に謂が必要なように，書斉に坐りこんでし、る人には散歩が必要なように，この爽快

さよ生活に必要なもので、すC 今やLっと噂笑するのた， もっと噂笑するのだ。喜劇万才
.1 J12) ここに見られるのは，一気珂成に《検察官》を書きあげた後にゴーゴりを訪れた霊

感とも言うべき心の喜び，心の満足である。 しかし‘奇妙なの中，ベテルブ‘ノレク大学での

中世史の講義かみじめな失敗に終ったことをゴーゴヲ自身気づかねよずはないのに 13) そ

の経験方、ら， r-真理と恐ろしいほどの偉大さに満ちた崇高な虫、想.Jj)';!Lh出-c， 伎を興奮
させていることだっこのゴーゴりは大学から 600ループりの年金をもらうだけで無駄に時

間を費やしていることにあせりを惑じていたゴーゴリ 14) とまったくかけ離れた事在とい

うよち他はないO

この真理に満ちた思想、の輿奮は，明らかに《検察官》の完成がもたらしたものであった

るう o rーそのとき私の知っていたロシアのあらやる悪しきもの，何よりも人間の正しさが
要求される場所及び場合に行なわれ't:¥.、る一切の不正，それらをひとまとめにし，一挙に

11鴇笑し ζやる 115) (<<存者の告白川ことによって， ゴーゴ引主自らを苦しめていた大学で

の生活からも解放されたのであった016〉

11) TaM }l{e. 

12) fOrOJIb， T. X， CTp. :J78-379. 
13) ゴーゴリの講義の聴講生のひとりだったノルゲーネブ i主， コーコワの滑稽な様子を後iこiうこのように
"昔っている。「実を言えゴ，誌の教授の{上 JJ:主位:j.)ーのやり hで七った O 指二i皮i主31日!の s溝主主のうち
2 ffiJ よ必ず休講した。第二;こ技法教三三;こiii亡七三っきり物をえ「っとことがなく， パレスチナや京ん
三者Lt:lの抵景やj也ほの鈍板画を私たち;こjませな j)':F.)， 少 Lも筋道をとてずにカ.'t)口のII二3ξfuJ元込去

の分からぬ '}i:をi喋っているだ:?ーごった。..一一私たち;ヱi安が経 11:iこついてや1:し判っていないことな主u
らされた (し方議二し， それはおそらく ILlJj主っこ;よいな刀るった)oJ CM. H. B. roro.1Jb B pyCCKOH 
KpHTHKe， M.， fOC，lIHTH3.uaT， 1953， CTp. 53三.

14) 1835-:1三luJJ7lJH. ソーシペンys/) fi{;/.¥u fOrOJIb， T. X， c-rp. 375. 
15) fOrOJIb， T. X， CTp. 440. 
16) ゴ一二f リは結!日)1835 ;ドロバ 3111 ii一三 d えネ'1.. -/ノしク jぐ'f:を詳めた。

Q
J
 
i
 



灰谷喪

《検察官》誌，ゴーゴりにとって作家的転機であった。

この歓喜にはずんだ，高められた感情は， 1836年 4月ベテルブノレグのアレクサ γ ドリン

スキイ麟場で行なわれた《検察官》初演の惹起した騒然たる構況，ことに尊敬すべき方面

からの非難による禽撃によって，一時失なわれてしまったかのように見えるo 1-私は，こ

の戯畠にあきあきしてしまった。……すべての入が私に反足しているj と彼は言う O しか

し，同時に彼はこうも言う o i真実のほんの些細な幻影一一このお蔀に対して， ひとりの

人間ではなく全搭層が反対して立ち上がる J17) く1836年4月 29弓村，シチェープキン宛の

手紙)0 i真実のほんの些結な幻影J一一この表現は，落胆，疲労したこのときのゴーゴ

ワの最後の抵抗と言えるC 十自余り経ったときの彼は，白分の状況を幾分冷静に客観化し

て次のように述べてL、る o r現在，すべての階麗が私に対してもはや決定的に立ち向かっ
た，ということに私は困惑しているのではありません C 同抱が自分に対して間違って敵対

しているのを見るとき，なぜ、か重苦しく，悲しいのです。(中略〉私は自分の健康を治

し，方々へ行って気晴らしをし，それかbいくつか定住地を選んでこれからの作品につい

て熟考したいc すでに私はもっと深く熟慮して創詐すべきときに来てし、ますJ18) (1836年

5月初日付，ポゴージン宛の手紙〉。

ゴーゴリは，この内省が必要であるという意識を経て再び上昇するのであるが，実際に

彼の内で、起った内省，熟憲がどのように進行したかは，後に彼がくく作者の告白》心中で述

べているような形で論理化されていたかと言えば，必ずしもそうとは言いきれないであろ

うO ここでゴーゴザが幾分かでも自己を客観化しえているとすれば，それは自分がうちの

めされたという感J情を抑えて，人々が自分を間違って理解したことにどう対処すべきかと

考えている点にあるのであり，首都の無学者たちから辱しめられ，軽蔑された自分の毛の

「意、見が，彼ら自身に影響を与え，彼らの鼻づらを取って引きまわしているj19) (5月 15

日討，ボゴージγ宛の手紙〉のはなぜなのか，と考えている点にあるのである O

しかし《検察官))をめぐっ'て起った論争とそれからゴーゴリの受けた衝撃による外国行

(1836年 6丹6日〉は，ゴーゴリにとって，従ってまた《死せる魂》の成立にとって重要

な意、義をもつことになった。彼自身，この外面行を「私の生涯における重大な転機，重大

な時期J20) (1836年 8月 28日付，ジュコーフスキイ宛の手紙〉と言っているc

実際，ゴーゴリは桓菌を離れるや否や，すでに新しい湧き立つブJ，歓喜に満ちているの

だo I私は， この私をこの世に送り出してくれたものに惑謝すべきではないでしょうか?

世間の人々には見えも気づかれもしない，なんという崇高な，なんという神々しい感覚

が，私の生命に満ちていることでしょう/ 誓って申しますが，私法普通の人間が創らな

いような何かを創ります。心の中にライオンのような力を感じていますJ20 (ジュコープ

スキイ宛の子紙〉。

この手紙は， 1836年§月 28日，旅先のハムプノレクから書かれたものであるo <<検察官》

17) roro.nb， T. XI， CTp. 38. 
18) roro.nb， T. XI， CTp. 40-41. 
19) roro.nb， T. XI， CTp. 45. 
20) roro.7Ib， T. XI， CTp. 49. 
21) roro.lIb， T. XI， CTp. 49. 
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《ヲ'tせる魂》について

初演から約2ヵ月後三ある O この文面ヵ、ら察しうるのよ<<検察官》完成のときに得たあ

の喜ばしい，有頂天とも言うべき惑~'I'育に似たものである。

いったいゴーゴリ;工，どんな内省によって，どんな筋道を辿ってこのような惑情に到達

したのであろうか?r'ライオ γのような力」はどこから生れて来たのであったろうか?ゴ
ーゴリは自分の興奮した感情を吐露するときには， これ主でにも見てきたように， よく

「崇高な思想Jl'神聖な喜び!とかいったあいまいな表現を用いてし、るが，こ乃ような憂う

っから歎喜への移行の中に論理的筋道を求めるの;之困難であっ亡、むしろここにニモゴー

ゴリの内的世界の特徴のひとつを見ることができるのであるのもちろん，このように述べ

たからと言って，後に自己を客観化したり，論理化したり，対象を内在化したりする能力

が欠けていたというりではない O 彼の自己に対する峻厳な態度，晩年に見られる自己の作

家的立場に対する執搬なまでの追求は，この龍力を充分に示している O しかし，彼辻昌己

に対するu疫薮な態度と共に，それと対応する自尊心，より張、〈言えば，自己崇拝的一面を

持っていた O これは， f&:こ<<友人との往復書簡撰》の中に明瞭な形をとって現われてく

るのでちる O これを，もっと本能的な面で考えてみれば，彼の感↑青は，常に自分の置かれ

た客観的情、況との一体性を持っていると言えよう。情況の中にすっぽりとはまってしまう

のである C この特徴は必ずしもゴーゴリ特有のものではないふ，彼の場会にはそれが極端

なのであった。

<<検察官》脱議後の感情は，執筆に没頭しながら呂の前に浮かぶロシアの悪しきものの

一切を潮笑Lてし、ることに満足してゆく感情が，有頭天の歓喜へと昇華したのであった。

<<検察官》 土演の惹起した騒ぎは彼を狼狽から落胆へ，落胆から精神的抑圧状態へと追い

つめたのであった。しかし，ひと度ロシアを離れ，無学者どもの[すがらわしい群を自や写

にしなくとも良い状態になると，その安心感解放惑は，彼を再び喜びの]頁点へと持ちあげ

たのである O だが，彼がまったく感清の動くままに揺れていたというのではない O そこに

は，殺の作家としての動かし難ゾ、自覚があった。そこで~:t，ロシアに対する愛が彼を常に

本能的に根底からつき動かしてL、たη それが彼の仁科三、新Lぃ力， f草大な創造への予感、と

なって表われたのであった。ゴーゴりの作家と L亡の使命の論理的追求一一何を， {可のた

めに，なぜ書くのかの問題は，基底からi有名、によって上昇するのではなく，頂点から，つ

まり，自分の突然惑じた崇高な思想，というよりは気分といったものから次第次第に下降

し，展開して行くのである C

4 

ゴーゴリ iよ《死せる魂》第 1 部のはとんど全編を外国，特にローマで書L 、た。 18~16 年

6月から《第 1部》出版のために帰国した 1841年 10月;主じめまでの 5年余りの間に，彼

がロシアに帰国 L たのは 1 間だ~i'で. それも 18:39年 9月から翌年5月まで滞在しただけ

である o Lかも，このロシア滞夜中k工<<死せる魂》の執筆を中止しているc これにうい

てゴーゴりは，私はロシアにいては何も書くことがでーきなL、C ロシアを離れることが必要

だと繰り返し述べている 0223 彼の手紙を見るならば，国外にいて彼が如何に生々としてい

22)例え(f，((作去の?i-fLj >)のifIで「私;主，怨i裂のうちに一層生セとロシア;こ住まうために， ロシアから
遠く離れていることが必要之、ったjと述べている o rOrOJIb， T. VIII， CTp. 449， 
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灰谷慶三

たかが辛11るor今，私がこうして離れているのは， 私の知育のために， 天から送られた神
の摂理のようなものですJ23) (1836平5月28日付，ジュコープスキイ宛の手紙〉と，ロシ

アを離れてすぐに書いているのであるつ自分のタト国行をく摂理〉のように感じているとこ

ろに，ゴーゴザが無;章、識のうちにこの外国旅行にかけた意味を読みとれるのである O

9月 22B，ポゴージンに宛てた手紙では次のように書く o iロシアで、は私が見るに堪え

なかった程の醜悪f云顔の一大コレクションがあちます。 彼らのことを思し、出すと，今でも

唾を吐きかけてやりたくなります。現在，主主の前にはft主国が，私の周りには地習がありま

す。しかし，私の心の中には，ノレーシ一一醜悪ではないルーシ，ただひとつ，美しいノレー

シだけがありますJ2U

ロシアの醜悪な顔に堪えきれないゴーゴリの気持は仁思い出すと唾を吐きかげでやりた

し、!という言葉によって，いかに強いかがわかろうというものである O 彼の心は美しいロ

ジアを求めているのに，ロジアにいれば彼の肉体は汚辱の中にある。彼はこの分裂に堪え

きれない。彼の精神は不安定となり，肉体は衰弱へと導かれてゆく O 現実。ロシアの中に

いては，彼の心はあま 1)にも強烈な憎悪のために美しいロシアを見失ってしまうのだのと

ころが国外で;ヱ，彼の肉体法汚辱から解放され，心には美しいロシアがよみがえってきて，

心ゆくまで想い措くことができる O こうして， はじめて，ゴーゴリはく美しいロシア〉

の対極にある，自すの体験したく醜悪なロシア〉をも頭の中に客観的に構想、できたのであ

るc 被は生々とし，快活さを耳元，)戻し，創作力は勃然と湧いてくるC 彼の「全ロシアを措

こう jという意、函辻，ここでiまじめて現実的な力となって彼を駆り立て，壮大なプランの

完成へと進ませたのである C

1836年 11月 12日付のジュコースキイ宛の書鰐では，次のように書いている o r私はベ
テノレプルクで始めようとしてできなかった<<死せる魂》に取ちかかりましたc 私ほ，最初

の部分をすっかり書き改め，更にその先の全プランを練り，今では年代記を書くように平

静にそのプランをうつしています。……もし，この作品をしかるべく完成しましたなら，

それば，どんなにか巨大な，どんなにか独創的な主題となることでしょう/ なんという

多様な堆積でありますことか/ その中には全ロシアがあるのです。これは，私のはじめ

てのかなり良い作品， 私の名を恥かしめない作品になることでしょう o (1=ド略) <<死せる

魂》法・・・・・・生々と新鮮に，元気よく進行しています。そしてまったくロシアにいるように

思われます。私の前には，わがi韮のすべてが，わが留の地主，わが国の役人，わが国の士

宮，わ;ふ国の百姓，わが国の百姓小屋，一一要するに正教ロシアのすべてがあるのですc

私は，自分がパりにいてく〈死せる農奴》を書いているのだと思うと，おかし〈さえなりま

すσ ……今は《死せる魂>>にすべてを打ちこんでいます。私の作品は巨大な，偉大なもの

ですから，すぐには務りませんc さらに新しい階層，多くの雑多な紳士諸君が私にi匂って

立ち上がるでLょう。しかし私はどうすべきだというので寸/ 間胞と敷対するのがすで

に私の運命なのですり忍耐です/ 巨に見えぬ何者かが私の言IHこ立ち，力強い錫杖を揮っ

て，書くので、すO 私法，自分の名前が私の死後，私よりも幸福になるだろうということを

23) fOrOJIb， T. XI， CTp. 49. 
24) fOrOJIb， T. XI， CTp. 60. 
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J;!lっていますむそして， ir~j胞の子孫ユ Js;，とらく艇を涙に減らしながら私の2Eiこ和解のi'-'i

葉を述べるでしょう J25)

この手続には，先に引用したプーシキン宛の手紙と較べて明らかな違いを昆てとれるの

すなわち，彼は I全プランを練り直したjと確信に満ちでし、るのである or生々と新鮮に，
元気よく進行していますJ，rバ引二L、て《死せる魂》を書いていると思うと，おかしくさ
えなります 1 という貢葉からは、全プランをたてたあとで，筆を進めながらひとりでに嬉

L ¥なり.はしゃL、でいる快活な様子のゴーゴリを伺うことがーむきるのそれ;ヱ‘ゴーゴリ

の国外での精神的安定を物語ると共に，その安定がロシアにいて辻書けないゴーゴリの，

ロシアとの宿命的対、立という苦悩を培音として伴っていることを見過してはならないので

ある o r子孫が隈を涙に濡らしてJという表現は， 後に顕著になった彼の予言者的態度，
自己掲酔的な面を感じさせないでもないが， この手紙の全体を支配しているのは，く醜悪

なロシア〉を客観化し，その縁を構築したゴーゴりが，七の対話ーをなすく美しいロシア〉

にかけている夢であり，愛である。

1R37年 1月のプーシキンの死はゴーゴザに強烈な衝撃を与え，一時的に《死せる魂》の

執筆を 1:ド断させた況どであった 025〉これによって，ロシアの窮敢に対するゴーゴりのi撰激

は増大したがブ]，主たそれに比例して彼のく心の中の美しいロシア〉に対する?をL~ ，

愛は一屠燃えたったの‘である O 彼は 1837年 3月， プーシキンの赴報を知らせてきたポゴ

ージ γの子祇に対して次のように書き送っている o rきみは， ぼくにきみ達の許ヘ来るよ
うにと奨めている O 何のために?祖圏での詩人の永遠の運命を繰り返すためにですか?

……ぼくが，わが患の教養ある無学者たちの移しい集積を見なかったとでも言うのです

か?……ところで，ぼくが， わが国の広大無辺の， わが祖国ロシアの大地を愛していな

いということがあるでしょうか/ ぼくは一年近く他国に暮し，美しL、空，芸術と人間に

溢れた註界を目にしています。しかL，……一行だって;ぎくは抱患に捧げることはできな

かったのだ。ぼくはどうしようもない鎖で自分の程国に結びつけられている。そして，ぼ

くはわが国の貧しい百姓小屋，暗いi主界，わが国の建り出しのない百姓小室，むき出 Lの

空間の方が、ぼくをあいそよく迎えてくれるすiまらしい空よ，)も好きなのだ f7)
外国キ活は，ゴーゴ 1)の創作対象，すなわちロシアのすべて，醜悪なるロシアをも，美

しいロシアをも客観化させ，彼の創作を進めさせたっそれよ，後の創作、活動を支える，醜

悪なロシアに対する彼の a憎悪、と，心の中にある美しいロシアー二主主する彼の愛それ自休J7j，

彼の内で対象化されたということに他ならなL、c なぜなら，競悪なロシアが頭のrtで客観

的に構築されるためには，どれにj主jリ1る彼の憎悪の 4意味がまずもって吊われな(すればな

らないカミらであるn 同時にそれは句 X;j"極にある愛の意味をも問うであろうっ

《検察官》以前の‘ なぜ、白分由身がそのようにするのかの理由もわからないままに，無

意識の笑いをつくり出 L，ちそらくは、白すの精神的憂うつ状態を脱却したいがためにあ

25) rOrOJ1b， T. XI， CTp. 73-75. 
26) 1837年 3丹 30日付のポゴージン宛の手紙で次のように述べている o I私 i工，殺のJ.!;IJ言なしに ttl、カ通
なる作品も書きませんでした。私の良いところはすべて夜のおかげでず。今書いている作品も彼の

創造になるものですっ……立の{乍j忠はどうなるのでしょう?j rorOJ1b， T. XI， CTp. 91， 
27) rorOJ1b， T. XI， CTp. 91. 
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らゆる滑穫なものをつくり出したゴーゴ引主，今や国外にいて，自分の精神的快活さを見

い出したとき<<検察官》のまきおこ Lた嵐と岳分の落ちこんだ憂うつの精神状態を，自

分なりに納得してっき破らなければ，作家として前進できない状態にあったであろう O 白

己のロシアに対する憎悪と愛の意、味を論理化する存業を進めることなしには<<検察官》

で「ロシアの悪しきものすべてを暗号笑したjその意、味を自己の内的世界に定着させること

はできず<<死せる魂》を書き進めることはできなかった筈である。《検察官》初演後に論

文形式で、書かれた《ある文学者に宛てた子ー紙。断片>>OTphIBOK H3 rrHChMa， rrHCaHHOrO 

aBTopOM BCKOpe rroc~e rrepBOrO rrpe江CTaB~eHH匁 <<PeBH30pa>> K OJl.HOMy .1HTepaTopy 

はそのことを示している 028〉彼は次のように述べ、ている o r観客の熱狂と受け取り方につ
いて，忍ば気にしていなかった。一一劇場にいたすべての者の中で，唯つ、と与の審判者を

私は恐れていたのであるが，その審判者というのは，私自身だったのである O 私は自分の

内部に他の一切のものを抑えて自分自身の戯曲に反対する非難と苦情の声を聞いていたoJ

ここで問題なのは，彼自身が審判者だということである O 彼はiヨ分の内部を切開する必要

に追られていたのである O これは，先に引掃したポゴージ γに宛てた手紙(1836年 5月訪

日〉の「今や， もっと深く熟憲して創作すべきときが来ましたJ という言葉とも一致す

るO 後は，自分の内部乙あって自分を見つめるもうひとりの自分に気づ、いていたのだっゴ

ーゴりは，自分の内部にある審判者の宣言を明らかにしようとして，作業を開始しなけれ

ばならなかった筈で、ある o 1836年秋，外国で《死せる魂》の全プランを練り直したとき，

当然，被i土この作業を自己の内部で行っていたと思われる C 彼は後に《作者の告白》の中

で、次の様に書いている O

「私は十分に決定的な， 明確なプランなしには， これ以上書けないことをはっきり知っ

たO また，自分の創作の吾的立eJIh及びその本質的有益性 nOJIe3HOCTh と必然性 He-

o6xo瓦HMOCTh をまずもって自分自身によく説明すべきであるということを知った。そし

てこの結果は，著者自身が自分の労作に対する力強い，すなわち，すべてに生命を与え，

それなしには進まないような愛に撚えるであろうということ，要するに，著者白身，自分、

が地上に召し出さ;h，才能と力が与えられたのは自らの創作に従事することによって義務

を遂行するためにこそあるのだ，と惑得し，纏信するであろうということ，叉その義務を

遂行することによって，同時にあたかも，実擦に国家の勤めについているのと同様に自分

の国家に奉仕しているのだと感得し，確信するであろうということ，これらのことが私に

;主i土っきり半IJっ}ピ。J29)

ゴーゴザは， r自分の創作の呂的及び本質的有益性と必要性 iを理解すれば国家に奉
仕していることを感得し，確信するであろう一!と言うのだc 従って，彼の論理からすれ

ば，まず，冨家的奉仕り観念が大前提となっている O 彼には， f'F家活動に入る前からロシ

28)この文章は《検察官》初演直後の 5月2513に書かれたことになっている crOrOJlb， T. IV， CTp. 
104)0 B. ギッピウスによれぽ対象となっている文学 r~- とはブーシキンである。 (H. B. rOrOJlb B 
nHCbMax H BocnoMHHaHHHx， COCT. B. rHnnHyc， M.φe江epaUH払 1931，CTp. 127). しかし，
執筆の期日にはなお不明の点があり，初演後の持窮iこは下書き程度であったかも知れな L、。 はじめ

て発表されたの辻 1841年雑誌「上演呂録j 第 6号でちる O

29)τorOJlh， T. VIII， CTp. 441. 
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(<11:ぜる魂>)二ういて

ア菌家に対する奉仕の観念が色濃く存在したことはよく知られているが 30) 彼がふこで自

分の創作を自家奉仕の観念、に結びつけていることは重要である。彼は，作家としての吉分

とその創作目的ラ有益性，必然性を論理的に追求しようとした最初に，この大前提.同家

奉仕という」般的，一元的世界から論理の網を宗げて行ったことになるからであるの

千皮は，更に[自分の創作の呂的及ひその本質的有益性と必然性 jj二ついて次のように説

明する C 子私は， 自分が行きずりの性格をとりあげ， だが真にロシア的で基本的なわれわ

れの特性が一層目立って，深く刻印されたもののみを選ばなければならないのは‘偶黙で

ないことを知った。私は，まだ必ずしもすべての者によって正当に評価されていないロシ

ア人の本性のあの高い特質と，まだ不十分にしかすべての者によって潮笑され，罵倒され

ていない，あの低い特質とを，私の作品の中でもっぱら表わしたかった。私は，明確な心

理的現象のみを集め，白分が以前から秘かに人間に対してなしてきた観察，一一これまで

その未成熟を感じて筆にまかさなかった，そして正しく表現されれば，われわれの F主活の

中の多くのことを解明するのに役立つでおろう観察を挿入したかった。要するに，私の作

品を読んだ後，完全な一個のロシア人，一一他の両氏に比べてはるかに多く，あけとあら

みる富と才能を白分の分け前として持ったロシア入，ほ様に，他のあらゆる国民よりも特

別多く見出されるあの多くの欠点を持ったロシア入，せのロシア人があたかも無意識に立

ち現われるようにしたかったのである C 私の許に貯えられていた行情的な力法，それらの

価値を，ロシア人がそれらに対する愛に燃えるように私を助けて表現きせ，叉同様に，私

の許に貯えられていた笑いの力は， それらの欠点を，読者が岳分自身の中に見出しでさ

え，憎悪するであろうように，はっ主りと私をして表現させる寸あろうと，そのように私

は考えて v、た。J31) 

ゴーゴリの創作(こニでは《死せる魂》を当然意味している)の昌的とは，地の諸国民

よりもはるかに多くの美徳と欠点を持ったロシヤ人をモのく完全〉な姿において描 Jニう，

というのである O そして，被u;創作の有益性とi，こうした完全なロシア人が正しく示さ

れれば，生活の中にある多くのことの解明i二役立つということなのであるο

以r.，<<'Jtせる魂》の全プラ γ確立にあたってのモチーフを，彼の外国旅行のもたら L
たロシアの客観化，ゴーゴリの内部でのロシアへの増悪と愛の対象化と， <<1乍者の告白》の

中ぐの論理との関連のもとに考察してきたn

ところで，<<{'乍者の告白》は，~友人との往復書簡撰》に対する i主の批判に応えて，白己

の作家的歩λこ思想の靖況をできるi浪り客観的に書こうとしたものであるが，自己弁明的

性格を拭いきれないし，それを除いたと Lても， 10年前の白己につし、ての記述がと'JLだけ

正確かは， これも主た問題となるところである O 従って、|全美徳と全欠点を有する完全

なロシア人 i を措くという日的，及。えそのホ活の中でのつ有益性ということを<<死せる魂》

30) 1827年の伯父つシャロフスキl'こ屯てた手紙ユイi名である。「在、江!FI(j)了べての働き場所，すべての

職務 1そあれノこれと考七fこち:子ぐ， ついにひとつ， 司法行々選ぶことに Lま Lナニ。 この仕事が最も持:

大なものになるでしょう。そして，私が善行をなしうるの中， ここどけで， ここだ:すが人類のため

に真に有益なものとなるでしょう， crOrOJlb， T. X， CTp. 111-112). また<<f'乍 i去の告白》のrlctでも
iせ家への奉仕の考:えが1'1芳から消えたこと ;1;':Lてなかった，と述べている C

31) rorOJlb， T. VIII， CTp. 442. 
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灰谷麗三

の全プランを構築当時，ゴーゴリがくく{乍者の告白》の中で言うように明確に考えていたか

どうか確定することはできなL、。

その点で開題になるの誌，彼の言う「自分の創作の本賞的必然性Jであろう O 彼が明ら

かにしている限りで、の本質的必然性は， r自分が，行きずりの性格をとっあげ，だが，真
にロシア的で，基本的なわれわれの特性がー膚呂立って，深〈刻印されたもののみを選ば

なければならないのは，現然でなしづということである O で、は，なぜ、これが彼の創作の必

然性なのかっ彼の論理からすれば，ロシア国家，ロシア社会に奉仕することが，作家とし

ての吉分の義務だからである，ということになる O

一般的に言って， I創作の本質的必黙性j とは， かなり意味のあいまいな言葉ではある

が，少くともひとりの作家の作家的本質を離れて語ること誌できない筈である O 作家的本

質が作品を経体的に貫いてこそ，彼の精神世界が作品に対象化され，作品は生々したもの

になってくる O そうでなければ，創作という文学的世界はもっと一般的な世界の中に解消

してしまうであろう O ところがゴーゴザは，ここで岳分の作家的本質を自分の論理から落

してしまっている。なぜ、なら被は，一般的人間の国家に対する義務観念の世界から，直接

に「自分の創作の本質的必然性j主で降りて来てしまっているからである O

それでは，ゴーゴりの作品を設の作家的本質が必然、として貫いてはいないのか?そんな

ことはなL、c 作家の意志の如何にかかわらず，そうでなければならず，またそうでしかあ

ち得ないものとして作家的本質は創作の本質的必然性にかかわってくる。ゴーゴリ自身，

このことにまったく気づいていなかったわけではない。飽ならぬ《死せる魂》の中で次の

ように述べている C

「絶えず日前にありながら，無関心な自には克えないすべてのもの一一われわれの人生

を幾重にも取りまいているちっぽけな事柄の，身の毛のよだつような恐ろしい泥沼人生

の，ときとして悲しくわびしい途上にひしめいている，冷たい，とるに足らぬ謡物どもη

奥底を，洗いざらい明るみにさらけ出そうという大それた考えをおこし，仮告ないのみの

ようなたく主しい力で，それら奥底をすべての入に見えるようにはっきり浮き彫りにしよ

うと大それた考えをおこした作家の宿命は，有名詩人のそれとはちがうのだ./(中略〉

しかもこの先ながいこと，私は奇妙な主人公たちと手をたず、さえて進み，巨大で流転す

る人生を残りベまなく眺めつくし，世間には見えもせず知られもし主い涙を通して，人生

を見つめてゆく運命を不思議な力によって背負わされているのだ./J32) (第7章〉

ここに述べられたく不思議な力〉こそ，ゴーゴヲの作家的本費に根ざすものであった。

彼は，このく不思議な力〉という表現によって，悪徳，卑俗，凡{谷，怠'1'奮を摘出する昌己

の作家的本質を重観力によって，いわば本能によって把握したことを示している O これは

決して意識的な‘論理的思考による把握ではないであろう。ここに，彼が自分の創作の本

質的必然性を説明するに当って， 1，己の作家的本質をその論理の中へ組みこむことのでき

なかった理由がある。

彼が，自分の作家的本質について述べていることを， 今少し引用する o [一作家としての

自分自身をきみに明らかにLょうの私については二，三の酉をとりあげて，いろいろなこ

32) roro.nb， T・VI，CTp. 134. 
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《死せる魂》について

とぷ言われたが，主要な本質は決定されなかったっそれを知っていた乃はプーシキンだけー

だ。彼はいつも私に言っていた。人生の卑俗さをかくも明らかに示しうるこの才能?とか

く自につかない些末事を誰の自にも大きく映るように，卑俗な人間の卑搭きをこれほどの

力で措きうる才詮;土，まだどの作家にもなかった，とのこれが私白身にだけ麗する主要な

本資であって‘まさ Lく抱の作家に:土ないものである J33) ゴーゴリは，プーシキンに以上

のことを指摘された当時，舟分の方からはそれを明らかにすることができなかったと述べ

てし、るの

だが前述したごとく，いず、れにせよ，彼の作家的本質は'彼の創作を決定してくる O 突っ

て，あらゆる欠点を持ったロジア入を措き出そうとするとき，彼が白己の作家的本質に無

意識ではあっても，矛居なく書き進めることができる O そのとき彼は，卑俗な人間の卑揺

さを措く力をどこまでも徹底させて行くであろう O だが全美徳を描き出そうとするとき，

このく卑俗な人間の卑俗さ〉を余すところなく描き出す能力は，創作対象と作家的本質と

の矛震として顕現せざるをえない。彼がもし，く卑俗な人間の卑俗さ〉を描き出すという

自分の作家的本質を，自分の創作の本質的必然性との関係において意識的に把握してし、た

ら，く全美徳と全欠点〉を持ったロシア人を措くという計画に透巡せざるをえなかったろ

うO 当然，彼は矛請につき当ることを予知できたであろうからであるつしかし，彼:主矛君

を予知してはL、なL、。逆に役立，自分の{宇品が捧大なものになり，自分の名が後世に残る

と無邪気に予言してすらいるのである o (前掲の 1836年 11丹12R付，ジコ‘コープスキイ

宛の書簡〉。

以上を結論的に言うならば<<死せる魂>)の全プラ γをたてたときのゴーゴザのく全美

穂と全欠点、〉をもったロシア人を措くというモチーフは，当時において彼が内分の作家的

本質を本能的に把握したにとどまり，ぐ創作の本費的必然性〉とのつながりにおいて存観

的，論理的に把握していなかったということによって，逆に，たとえ《作者の告白》の中

で後に述べているほど明確で、は主かったとしても，それに近い形で彼白身の内部に形成さ

れていたと考えられるのである。従って，ゴーゴリ;主:意識的に創作にとりかかった当初に

おいて、すでに後の矛盾を自己のうちに内包していたのだ，と言えよう。

5 

第 2第で、述べたように<<死せる魂》執筆当初には， ゴーゴ!J;土こみ作品をくロマン〉

と言っている (1835年目 立7日付，プージキン宛の手紙〉。ところが<<死せる魂>>の構

想、ぷほぽ成った 1年後には，向分の作品がくロマソ〉の形式にi土締まらないと述べてい

るo r今，机に向って苦心してL、る作品については，これまでも長い間熟考Lてき主した
し，これから先もまだ長い間熟考することでしょうが，ポーヴヱスチにもロマンにも似な

い，長い長い数巻にもなるもので，死せる魂という題です。今のところ，きみが知る必要

があるの i主これ亡全部です。もし神が，私のポエマをしかるべく完成するよう私を助~-J>-て

下さるなら，それは私のはじめての力、なりの作品になるでLょう。その中でな全ロシアが

33) <<友人と往復書簡接》の中の 1-<(死ぜる魂》にi到し:者掲の人物に完てたi司通の手紙j の第三の手紙。
croroぉ， T. VIII， CTp. 292). 
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反響するでしょう J34) (1836年 11月 28日，ポゴージγ宛の手紙〉

ゴーゴザはポーヴェスチにもロマンにも似ないものとしてポエマと言っているが，プラ

γをたてた産後であり， 1きみが知る必要のあるのはこれで全部j だと言っているところ

からみて，ポエマという名称に托した章、味は，あまり明確なものでなかったのであるまい

か。モのことを示すのは， 1840年 1月 10呂付のマグシーモヴィチ宛の手紙である C その

中でゴーゴザは《死せる魂》をポエマでI主なく，ロマンと呼んでいるのである 035〉

し、ずれにしても，最終的にゴーゴリがくく死せる魂》にくポエマ〉なる名称を附したのは

どのような考えからであったろうかむこのことを明らかにするのは，未完のまま残された

《ロシア青年のための文学の教科書>>YQe6H3H KHsr3 C~OBeCHOCTß ~~匁 pyccKoro ぬHO・

llIeCTB3である。紛これが書かれた動機は，当時この類の種々の本が出寂されたことに刺

戟されたこともあろうが，37〉直接には《死せる魂》をめぐって起こったベリンスキイと K.
アクサーコフの論争に関連して書かれたことは間違いなL、03S〉

ゴーゴりは，この《教科書》において，先ず文学をポエージヤロ093目先という言葉で

統括 L，さらにこのポエージヤを二つに大きく分類する。

「被(詩人)は，二つの方法で能人に感覚 OllJ，yllJ，eHHe を伝える C 一つは，彼自身が亘

接に惑覚を伝えるときである O そのとき，彼の文学 n093HHは行情的 JIHp別 eCKa完なも

のとなるO 今一つは， f告の人物をとりあげ，彼らを生々とした例誌の中で活動させるとき

である O そのとき，彼の文学 n093HH を慶i及び物語的文学.llpaMaT別 eCKaHH nOBecBy-
沼田a匁となる。j日}

ゴーゴザが文学を二つに分類し，艇と物語文学という形で戯曲と小説形式とを・つのジ

ャンノレに統ーしたのは，彼の文学的才能を表わすものとして興味深い。なぜならば，プー

シキ γ，レーノレモントプを見れば明らかなようにロシア近代文学の始祖たちが詩人として

出発しているのに対して， ゴーゴりは後世に残るような韻文作品を書いていないし戸〉若

干の評論を除いて彼の創作分野が戯出と小説に繰られていることを考えれば，この二つを

統ーした分類の仕方は，単に{乍品の客観的性格を分類したというだけでなく，彼の才能の

34) IorOJIb， T. XI， CTp. 77‘ 
35) IorOJIb， T. XI， 272. この手紙Jこついて， タマノレチェンコ之， マケシーモグィチの原稿依頼iこ対し

ての返事にすぎえいから， ゴーゴ:)がロマンと言っても別:こ問題は北い， としている 01CTOp目先
pyccKoro pOMaHa， T. 1 AH CCCP， M.-瓦.， 1962， CTp. 327)が，そう単姥で:工あるまい。

36)この草稿は， 1844から 1845にかけて執筆されたと推定されるくIOI'OJIb，T. VIII， CTp. 804). 

37)伺jえば H.H. fpe可の <<Y司e6H3HKHHra pyCCKO詰 CJIOBeCHOCTH>}や n.reOprHeBCKHHの
<<PYKOBO瓦CTBOK H3y可eHH氾 CJIOBeCHOCTH}}等をあげるニとができる。
38) K. アクサーコブ ì~~ 評論 <<HeCKOJIbKO CJIOB 0 n09Me H. B. IoroJI冗"日OXO淑江eHHe48可隠KOBa，

HJIH MepTBble .llY田正')}(1842)において，ゴーゴリを評して現代のホーマー， シェイクスピアと
だたえ， <<死せる魂》を《イリアス)>， <<オデュッセイア》と言ったのに対 Lて，ペリンスキイは，ホ

ーマの世界は，覆極的，現実的 ι 普遍的，世界史的な，従って永遠不滅の内容を表わしているが，
《死せる魂>}ヱあらゆる{症のロシアの行士品を I'IJ様，まだそのような内容を去現ずるに至っていなL、。
なぜならそのような内界全読みとる場がロシアに?心、 L，売れ、被はふれないからだ， と反論した。
(6eJIHHC組員，口OJIH.co6p. CO'I.， B. 13 TOMax， M.， A討 CCCP，1947-1959， T・V 253--259， 
419-433). 

39) IorOJIb， T・VIII，CTp. 472. 
40) (<ガンツ・キューヘリガルチン》は習作とみなすべ ~0 ある。
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必然的結果として，このような分類がなされたと考えるべきである O

さらにゴーゴりは，この頭jと物語文学をいくつかに分類してし、るが， <<3'1:せる魂》をくポ

エマ〉と名付けたことに関連しているジャンノレについて，次のように述べてL、る c

「すべての劇及び物語的創作の中で，もっとも偉大で， もっとも完全であり， もっとも

巨大で多面的なのは，エポベーヤ 3IIOne兄であるO 主人え自身の周囲には広大な広がりの

上に立つ全世界が光りをあてられ，一部の人間ではなえて，全民衆が，ときには多くの誌

族さえ光りを当てられる。 jエポベーヤにおいては，子消滅した古代世界のすべてが全人類

の記憶に永遠に残るように，同じ太揚によって照らされた同じ光輝の中で，あたかも決し

て消えることのなL、かのように現われるoJそして， i一多くの人民.事件，現象とのつなが

り，関係，接触の中で表現される卓越Lた人物会主人公に選ぶ。J従って， Iエポベーヤは

全世界的な作品である。J(1)

以上が，ゴーゴリのエポベーヤに対する内容規定である /J"，全人類の記憶に永遠に残る

古代世界のすべての再現，あるい‘主，卓越した人物を主人乞iこ選ぶ等の内容からみ ζ，ゴ

ーゴリがエポベーヤとして《イザアス》と《オデュッセイア》を想定していたニとは明 b

かである C

ゴーゴリに七、いては，このようなエポベーヤ;こ対註されるものとして，ロマンがあるつ

;ロマンはエポベーヤではえにL、っそれ辻むしろドラマと呼ばれてよ L、。 ロマンは， ドラ

マに似て，非常に制約のある作品である O それはまた，厳告に，とし 二熟慮の末，巧みiこ

立てられた筋 3aB兄3闘を含むものである O ……ここでは， ドラマと同じように，人物相

互間の極めて緊密な結び、つきのλ が，許される O ……ロマンで;よ， ドラマ fニーおけるように

時潤的経過が速やかに行なわれ，主要な事件は， 人物自身の現実的利害によって結台さ

れ，その事件の中で‘霊場人物たちはもつれ合い.また事件江，湧き立つ過程ぜこよって人物

白身を発展させ，その特徴をより強く，速やかに示すのであるoJrロマンは，生活のすべ
てをとりあげないが，生活の中の主要な事件，その制約ある空間にも拘わらず，生活をあざ

やかな姿で示さざるを得ないような事件をとりあげるU それ故，ロマ γにおいくは fあ

らゆる人物が決定的活動舞台を要求し，JI作者L主，彼らφとりひとりの運命にわずらわさ

J'LるのであるJ42)

以とのように，ロマンをドラマに似た一定δ制約された空間℃の表現形式と規定したゴ

ーゴリ l主，エポベーヤとロマンとのや誌に新しL、表現形式を設定する。

彼は， I近世になってから， ロマンとエポベーヤのあたかも中間をなすようなー遥の物

語作品が現われたJ(3) と述べ，それを〈小型式のエポベーャ>MeHb出日誌 pOJl 3rrOrreH と

名付けているつこの小型式のエポベーヤはどのような内容をもつであろうか。

'J、型式のエポペーヤi主彼(作者)によっ ζ選択されたi時代の特質‘及σ風習の'Ilに

41) loroJIb， T. VIII， CTp. 478. 
42) rOrOJIb， T. VIII， CTp. 481-482. 
43) ゴーゴリはアリオスト ζ セノレメンテスの名を挙咋ている(><<タ1:せる塊》と<<1、ン・キホーテ持合対比
させてはじめてロ翁じたの:ヱベザンスキイである (6eλHHCKH九日OJIH.co6p. co守.， B 13 TOMax， M.， 
A百 CCCP，1947-1959 T. VI， 427)。その抱， この再作品及びピカンスクこの関係会扱った論稿と
して;t，タマルチェンコの <<MepTBwe，UyUIH}}がちら (BKH. YICTOpH兄 pyccKoropOMaHa， B 2 
TOMax， M.，-JI. AH CCCP， 1962， T. 1， CTp. 324-35H. 
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あるすべての重要な事柄の，正しい絵巻を説り出す。そして，作者がとりあげた時期及び

時代における，あらゆる観察力ある同時代人の視線を惹きつけるに足ると認めたところ

の，この世の欠点，濫用，悪徳を，殆んど統計的にまで把握した絵巻を室IJり出すoJさら

にこの種の作品の主人公は， r-部分的な取るに足らない人物で法あるが，多くの点で重要
な人物十である。 fff三者が，事件とその変遷の鎖を通して主人公の生活を導き出すjので，

登場人物相互間の;関係は離れてjおう，従ってまた， 11'乍者ほ，登場人物たちを，素早

く，かつ多くの点で脇を通りすぎて行く現象として動かすことができるoJ要するに，く小

型式のエポベーヤ〉は，くエポベーヤ〉のような「全世界的なものjではないが， ロマン

とも異って， r注目すべき部分的諸現象を国民叙事詩的範囲 aIIH可eCKH員 06'beM で集めた
ものであるoJ44)

以上がゴーゴリの言うく小型式のエポベーヤ〉の内容規定であるが， これがくポエマ〉

を指すものであることは明らかであるO彼は，世界文学史の歴史的箭撤に立脚して新しい

ジャンノレを設定したというよりも<<死せる魂》の新しい意味を説明するという直接的必

要に即志してく小型式のエポベーヤ〉というジャ γノレを考え出したと言えるo I取るに足

らないが，多くの点で重要な人物」というのは，作者の観察と，対象化された現象を普遍

化するという;意味で重要なのであり，このような人物を[事件とその変遷の鎖を通して j

措くこと， r登場人物を容易に動かし hて，一つの現象として把えることJ，rこの世の欠点，
濫用，悪徳」を描くこと，そして「部分的諸現象を国民叙事詩的範西で集めj ること，と

いう，これらの内容規定は，すべて《死せる魂》と密接に関係している O

6 

《死せる魂》は，チチコフが察庁所在地 NN市に馬車で乗りこんでくるところから始ま
るO 自分の物箕的欲望を満足させるために，他人に巧みにとり入り，場合によっては自己

を卑しめることも辞さない詐欺師のチチコフは，知事邸の夜会で近瞬の地主と知り合い，

訪問する O そして，感傷や白昼夢にひたって満足し，自分の行為の無意味さに気づかない

マニーロフ(第2章λ小金を貯めこんだ，しまり屋で疑くやっ深い女地主コローボチカ(第

3章)，口から出まかせの大ばらを吹いて身代をつぶし〈いる性搭破産者ノズドザヨフ(第

4章)，鈍重で，粗野で， それでいて抜け目のない， うす汚れた熊のような人間ソバヶー

ヴィチ(第5章)，人間の本能の底にある物欲の醜さをすさまじいばかりに体現した喜沓

漢プリューシキン(第6章〉といった人物が，それぞれにひとつの現象として独立に各章

で自由に語られる。 ここでは， 霊場人物相互間の関係は離れているのである O 従ってま

た，それらの関には，作者の説話誌の混入を含む，独立の無数の小場面が自由に挿入でき

るのである O 第 1部第 1章の言頭からして，すでにゴーゴリの表現形式の特徴を十分に示

していると言えるであろう。

「県庁所在地 NN市のある旅館の門に，ばねつきで，小型のかなりきれし、な，半蓋四輪

馬車が乗り込んできた。それは退役した控軍中佐とか，二等大需とか，百人誌との農奴を

かかえた地主とか，一一要するに，中どころの旦那と呼ばれる独身者などが乗りまわす類

44) rOrOJIb， T. VIII， CTp. 478-479. 
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の馬車だ。馬車にはひとりの旦那がおさまっていたが，それは美男ともいえぬが鶴男でも

ない，あまり太ってし、ないが，それほどやせてもいない，歳をとっているとはけっして言

えぬが，さりとであまり若いとも亘えない男だった。この旦芽si'ト乗り込んできたからとし、

っ・ピ，市になんの騒ぎが起きたわけでもなく，また何ひとつ特別の事態が持ちあがったわ

けでもなかった。もっ乙も，旅館の向ぃ{員uにある岩酒屋の戸口につつ立つ "-C，-， ・t:..二人のロ
シア人の百姓が， なにか二言， 三亘意見を交わしたが， それも乗っ℃いる客のことより

も，罵車のことを話題にしたのだorおい，見ろや』と， ひとりが相手に向って言ったo
fてえした馬車じゃねえか/ ひょっとし・亡モスクワまで行くとしたら， あの馬車で行け

るかな，行けねえかな，おめえ，どう思うだ?j] u行けるともよJと相手は返事したo ~"で

もなあ，カザンまでは行けねえべよ』ともうひとつが答えた。それき.)でその会話はおし

まいになったoJ45)

NN市に一頭の馬車が乗りこんがきて，ひとりの旦那が乗っていたが，たからと言って

この市に何の騒ぎも起らなかった。ただ，それを見た二人の百姓が二言，三言その馬;平に

ついて話しただけだ，と述べられていながら，次にこの二亘，三言の内容がかなり了寧に

紹介される orおい，見ろよ O てえした馬車じゃねえか。ひょっとしてモスクワまで行く
としたら，るの馬車で行けるかな，行けねえかな，おめえ，どう思うだ-'r行けるともよ」
一一この会話は，ごくありふれたくだらない内容の話を大真面呂でやってし、ることに一種

のユーモアを感じさせるが， ただそれどけのミとで二人の百姓;主， 小説位界にとってな

んの役割も持っていないように忠わhるC 事実，彼らはニの場かぎりで姿をj脅してしまう

のだ。彼らはただ単に努観者として呂のwJを通りすぎた馬車について噂話をしているにす
ぎなし、。だが，実は，傍観者にすぎないこの二人の百姓J)馬車談議が丁寧tニ述べられるこ

とによって，彼らの対象としている世界が，実に無内容な世界であることを示してL、るの

である G 一日に馬車は何台もやってくるであろう O だからこそ，チチコフの馬車は注意、を

惹かなかったのだが，それが二人の人聞の興味を惹いて，話題の対象となったということ

は，おそらく他の馬車についても彼らはこのようにやはり噂話をするにちがし、なL、この

出だしのちょっとした描写によってゴーゴリは，すでに NNiTIの凡俗的な空気の」端を

とらえているのである O ゴーゴリ i主，このようにして，一見作品の主要な運ひ、とは無縁で

あるかのような無数の独立した語を組合せて<<死せる魂》の世界を構成し、〈行く c この

わずかの描写の中にも，ゴーゴリの細部に対する鋭敏な?主党，描写力がひとつの調和した

全体をつくり出しており，それ;主，ゴーゴリの描く世界の京囲気とも亘うべきもので，彼

の才能がポエマという新しい独特の世界を創造しえた，あるいはまた，そうでなければ彼

の才能が発揮されえなかったであろう必然を示しているO

チチコブは，ありふれた旅館に入り，ありふれた部屋に通さjしもる O そして， -f僕が片づ

けものをしている誌に広間へおりて行く。

fこの広間というのが， いかなるものであるかは， およそ旅行者ならだれ℃もよく知っ

ているはず、だ。ペンキ塗りの例の壁は上の方が煙草の煙で黒ずみ，下の方はし、ろんな旅人

たち，というより土地の商人の方が多いのだが、その背中ぐ、こすられ 'ζ、てかてか光って

45) rOiOJlb， T. VI， CTp. 7. 
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いる O 商人たちは市の立つ自には六人，七人と連れだってここへやって来ては，きまって

お茶を」人前ずつ飲んでいくからだ。それから例のすすけた天井と，例のすすけた釣り燭

台だが，それには切り子ガラスがと、っさりぶらさがっていて，海辺に群がる鳥のように無

数の茶碗をのせた盆を給仕が威勢よく振りまわしながら，床のすりきれた油布の上を走り

まわるたびじ，はねあがったり，ちりちり鳴ったりするのだ。また壁いっぱいに懸け並べ

た鈎のごとき油絵， つまりすべてがどこにでもあるのと同じ調子なのだが， ただ違う点

は，その中の一枚の絵に，おそらく読者だってついそ、見たことがないだろうような，大き

な乳房をもったニンフが描かれているくらいのものだ。もっとも，一二ういう自然、のいたず

らは，いつ，どこで，誰の手でわがロシアに持ちこまれたかわからぬし、ろんな歴史画によ

〈あることで，それらの摩史画の中には，芸術愛好家たるわが出のお偉方が……イタリヤ

t買いこんできたものだってなきにしもあらずなのだJ46)

この広間の接写i主，いわゆる客観描写とはかなり異ってし、る， と言えよう o Iベンキ塗

りのザIjの壁!Te )Ke CTeHbI， IタIjのすすけた天井と， {jlJのすすけた釣り燭台JTOT )Ke 3aKO・

IP詑 HHbI註 nOTOJlOK，Ta )Ke KOnqeHa冗 AぬCTpa，I例のごとき油絵JTe )Ke KapTHHbl と

いった表現が多く出てくるが，これは，先ず概括的イメージを提起し，次にその具体的色

彩や細部の形の描-写に入ることによって，ゴーゴリ独替の細部の描写における鋭さが全体

的統ーを保つ役割を果しているのである O しかもこの場合， I例の……」とか「同じー....J

といった表現には，作者からの読者に対する直接の機きかけが含まれており，一般的概念

に従った概弘二的イメージを自然に構成させることになるので，そのあとでは，読者は，い

わば，作者の描く細部の描写に従って作者と共に臼分自身が全体像を構成していくことに

なるのである。

もちろん，厳密な写実を生命とするロマンにおいても， われわれはイメージを構成す

るO どがその場合には，筋にのったひとつの脊機体としての物語世界自体の独立した展開

がすでに前提されているのであり，それに従って薮密な客観的写実描写はひとつの状況と

して走着される C つまり， すでにその物語世界で一定の場所， 位置を得たものでなけれ

ば，くTa京じといった表現は基本的にあり得なし、。われわれは，その世界に外部から一放

的概念、に従った概括的イメージを一直接に持ちこむことはできないのである Q ところが，

けEせる魂》においては， この一般的概念にもとづく 〈それは壁史的規定性を離れたもの

ではあり得ないが)概括的イメージとの対比において，ゴーゴリの措く世界の細部の新鮮

さ，奇抜さ等に驚嘆しながら，微妙な差位を持った全体像を;主っきりとイメージとして構

成できるのとある O 正確な写実という枠にとらわれず，自分の目を通してデフォルメされ

たゴーゴリの抗写がf7〉全作的統 A橡として把握されるために極め〈有効な手段なので

あるc その点で， Iお主まりのJ H3BeCTHbIU pOん|読者もよく知っているようなJKaK 

46) rO['OJlb， T・VI，CTp. 9. 
47) これについてペリンスキイは次のように述べている。「われわれユ， {'iAι弘次の/，(で大成功を収め，

長足の進歩をなしたとみなす。すなわち， <<死せる塊》におい-(l主，いたる倍所で;工っきりと， l':b 

d既に触れて惑じるように，捷の主観ncy6'beKTHBHoCTbが貫いていることである O もちろん，
ここでいうよ観性とは， 視野の狭さ， もしくは一面!?iLによって詩人が描くはずの対集の客観的現
実性を歪めて Lまうような，それではないJC5e.'IHHCKH員，日O.nH.co6p. COq.， B TT. 13， M.， AH 
cccp， 1947-1959， T. IV， CTp. 217.) 
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l-1HTaTeilb XOpO出 o3HaeT，とL、った，よく使われている表現も，くTOT広 e)とi司震のも

のである o .tsしろ， 作品の受容者iこ対して主体的イメージの構或を迫るという点で、は，
くTOTiKe) よりも強い調子がある O そしてまた， rおそらく読者もかつてみたことがない

ようなJqHTaTe~b ， BepHO， HHKOr~a He BH且 bIBa~ といった表現も.逆の関係において

やはり同質のものである。要するにこれらの表現は，語り手たる作者が，その裏iこいて告

せの呂に映じたものを次々と自由に表現することを可能にしている O さらにゴーゴリ i:t， 

こうした手法を“ J 歩進めて，もっと直哉な形で，つまり作者自らが客観描写の中に直接顔

を出すことによって，例えば.rc私に品〉はっきり言うこと中できないが]HaBepHOe He 
Mory CKa3aTb とか， r-何かわからないがJHeH3BeCTHO，可TO...，といった表現をとること
tこよって，倍加から一般へ，一般から個別へとめまぐるしく描写を転化するのであるC

fさ〈，紳士は大黒帽子を説ぎ，虹色の毛糸の襟巻を首からほどいた。 ニんな襟巻;工，

女房持ちの男で、あれば奥方が手ずから編んでくれて，巻き方までちゃんと教えてくれるも

のなのだが，独り者には誰が編んでくれるものやら，それは神のみそ、知るで，私にははっ

きり言うことができなL勺なにしろ私なとばをんな襟巻を一変だって巻いたためしがない

のだ。襟巻をほどいてしまうと，神士i主食事を持ってくるように言いつけたcJ48〉

以上に述べた手法は<<死せる魂》のような，筋の発展を中軸として一定の起承転結を

もった作品とは異なる，個々の場面や，諸-人物ひとりひとりの独立した描写そのものの価

値を生命とする作品に非常によく適合 Lてしーると三えよう O ただこ 0場合，ゴーゴりがそ

の効果を綿密に計算して措A き出したというよりは，彼の才能からひとりでに送り出た調子

といったものが全体;を支配しているかに!皆、じられる o <<死せる魂>)ぷ従来のロマンιa非
常に異なった表現形式をとり，ポエマと銘打たれた根本には，ゴーゴリ自身の自己表出と

対象イとされた世界の客観的叙述とが，彼の表現力を通して存分に展開されるための表現形

式として，これ以外にあり得なかったという必然性を認めなければならない。

7 

ゴーゴリがくく死せる魂》第2部の構想を具体的に抱いたの誌， おそらく 1840年5月か

t? 12月までの間ではなかったかと推逗される o <<死せる魂》第 1部第 7章の初めの部分に

は「私は，これからまだ長いこと，ある不足、議な力に惹かれてわが奇妙なる主人公たちと

子ι子をたずさえて進み，人の世の移りゆく巨大な姿を……見とどける運命を負わされ‘ζ

いるのだ/ そしこ，聖なる畏怖と光輝におおわれた章の中から霊感の激しい嵐が今まで

とd別の泉となって湧きおこり，人々がこれまでとはちがった言葉の惇大なとどろさを耳

にLC，不安に腕うちふるわせるときょまだまだ遠いのだ....•. ]49) とあり，最終の第 11章

の終りの部分には 二人く作者とチチコプ)主これからも白こ子をとってかなり長い旅

しつ道をゆかねばならないのだc 前途にある長大な二部一一ニれはなまなかの仕事で、はな

し、J50) と述べられてし、るがれらの叙述i主，検関原稿の亘前にj青書されていた草稿(第

5草稿)二初めて;現われにものであム υ 時期的iこ言えば 1841年 10月，-....， 12月の認である
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灰谷慶三

が 51) 1840年 12月 28日付きの手紙 (C.T.アクサーコフ宛〉 では次の様に書いている O

「私は今， <<死せる魂>>第1部を完全に仕上けεるための準備をすすめてL、ますO ……一方，

第 1部の続編は，私の頭の中でもっと純粋な，もっと偉大なものとして，はっきりしてい

ますO ですから，現在私の衰えた体力が許しさえすれば，今に巨大なあるものになる，と

いうことが判っているのです。J>2)従って，この間に約 1年の開きがあるが<<友人との往

復書簡撰》の中に述べられている r5カ年の労作を提きすててしまうことは，たやすくな
かったJ53) という文言からして<<第2部》の執筆開始が 41年の前半であったと思われる

から，H} 構想、を具体的に抱いたのが 1840年 5月"-'12月という推定試そう間違っていない

であろう O

ゴーゴりは 1839年9月から 40年5月まで帰国していたとき，次のように語っているO

「自分がどうなっているのかぼくにはわからなし、。ベテルプルグでのぼくの生活がどんな

風に過ぎたか/ ぼくは何も考えることができないし，何も頭に浮ばないのだ。ここでも

うひと月も時簡をつぶしたのだと思うと一一恐ろしいり55) (1839年 11月 278，ポゴージ

γ宛)，さらに， 1840年 1月4日付，ジュコーフスキイ宛の手紙では「ロシアでの私の存

在はなんと奇妙なのでしょうノ なんという重苦しい眠りでしょうか/ おお，早く百を

覚したいものだJ56) と書き 1月 25日付のポゴージンに宛てた手紙で、は「おお，後生だ

からぼくを遠くローマへ追いやってほしいO そうすればぼくの心は休まるのだ。早く，早

く，ぼくは破滅してしまう J57) と書いている O

ここに述べられたロシアでの重苦しい気持や増悪とローマへの憧れ一一この両者は，際

立った対照を成しているが，それだけにローマへ戻ったときの彼は，一震強くロシアに対

する奉仕の観念を持ったにちがし、ないのであるo rみなさんのところへ行ったときには，
私法その旅行の意義を理解していなかったのでしたが，そこには私にとって実に沢山のこ

とがあったのですC そうで、すO ロシアに対する愛の感情，これが力強く湧いてL、るのを感

じますJ58) (1840年 12月 28B付， C. T.アクサーコフ宛〉とローマから書き送っている O

つまり，一時の帰国で得た増悪とその後のローマでの対照、的な生活が，それまでゴーゴリ

の内部にあった美しいロシアを作品として具体化すること， r全美徳」と[全欠点j を持

った完全なロシア人を描くという構想の具体化を促したのであるC

しかし， r全美徳」を持ったロシア人を描こうとし，チチコフに善を志向させようとし

たとき，彼の作家的本質は観念の欲するままにならなかっ t.::..o彼は無意識のうちにもその

ことを感じ亡いたようであるoI私は執筆を続けていま-toつまり津沌としたもの xaoc

51) iOrOJlb， T. VII， CTp. 392-393. 
52) iOrOJlb， T. XI， CTp. 286. 
53) ioroJlb， T. VIII， CTp. 297. これが書かれたのは 1845年秋であるむ
54)ゴーゴリ全集の編者たち辻， <<第2部》執筆開始を 43年と推定しているくiOrOJlb，T.VII， CTp. 399-
400)が，フラプチェンコ;主41年説をとっており，この方が正しかろうくXpan可eHKO，TBOp可eCTBO
rorOJI兄，ル¥.， AH CCCP， 1954， CTp. 477). 
55) rOrOJlb， T. XI， CTp. 264. 
56) iOrOJlb， T. XI， CTp. 268. 
57) iOrOJlb， T. XI， CTp. 274. 
5R) roroλb， T. XI， CTp. 286. 

54 



けどせる魂》について

を紙の上に書きつけているのですが，そこから<<死せる魂》が創り出されるにちがし、あり

ませんJ59) (1843年 12月2日付，ジュコーフスキィ宛)。

現在<<死せる魂》第2部として刊行されているものは， ゴーゴリの死後発見された5

掃のノートを再塔成したものである O このノートは， 49-50年にかけてゴーゴりか朗読し

た累積の下書きと考えられ，四つの章と終章の 5章から成る oSO〉

このつ5の章とアルノリジ，オボレンスキイ，チジョフ，ベルグ等の回想等から判断す

ると， ゴーゴリが死の直前に娃却した二度目の草稿はほぼ完成してL、て 11章から成り，

L 、わゆる物語的要素，すなわち務の起伏という点では第 1部よりも複雑だったらしいf〉

その理由法，第2部がチチコフの再生き善行への呂覚めの過程として構想されたために，

単にチチコフが死んだ農奴を買う目的で地主連中を訪れるという筋の設定だけでは，諸事

件を通して様々の人物。特徴，性格や社会を描くことはできても，チチコフの更生の過程

を物語として描き出すのが困難であった，と考えられるのである O そのためには，どうし

ても物語的筋の設定を必要としたにちかいない。ゴーゴジは，チチコフの更生と共に，テ

ンテートニコフとウーリニカの恋愛を副次的離系として設定しており，現存のノートには

ないが，オボレンスキイの回想によれぽ，物語の終り近くで，テンテートニコフは若い壌

にまきこまれた事件が京国で官憲に逮捕されてシベザヤへ送られ，ウーリニカがその彼を

追ってシベザヤへ行く，ということになっていた。その意国は，善行への志向に燃える実

行力ある女性の愛が怠慢とし、う悪からテンテートニコフを救済するということにあった，

と考えられる O

」方，主要な筋としてのチチコフの毅済法，専売人ムラーゾフの神への帰依‘博愛，禁

欲を説く説教によってなされるのであるが，ニうした理想の人物は，第 1 音l~の諸人物や第

2部に登場する同様のベトクフ，コシカザョフといった人物心っくり出す小説の世界とは

全く異質であり，そこには埋めることの亡きない溝があるO

ゴーゴザの才能と小説の成り立ちという面から考えるならば，チチコフの更生宅テンテ

ートニコブとウ{ザニカの恋愛という物語的筋が色濃く出ることによって，第 1きIjに見ら

れた諸人物の多面的組合せ，筋の展開とは無関係な作者の説話体を用いた個別からー殻

へ，一般から値別へと言った，あるいは叉行常的章句による中断といった自由奔放で絢婦

たるゴーゴリ独特の表現力がその方を奪われてしまった，とも言える。つまつ，ゴーゴリ

は，第2部でもポエマとして意図しながら，議らずのうちに，彼が《ロシア青年のための

文学の教科書》で分類したロマンに近づいてしまったのであるO さらにまた，彼の才能の

本質が，理想的善を求める人物を措くのに適していなかったということも言えるo rまる
で……のようなJという彼の奇抜な直喰法による人間の欠点を措く子法では，理想的な，

入務的に完全な人間を描くことができなかった，ということであるO 逆に言えば，彼のす

ぐ、れた想橡力は，そうした直喰法を用いることによってはじめて大きな表現力となり得た

59) rOrOJIb， T. XII， CTp. 239. 
60)終章とは後に付けられた名称であるが， この章だけは 1845年に焼却した原稿の残りであると娃定さ

れている o (rOiO.JIb， T. VII， CTp. 393-432入
lil) B. B. Ka .. 'I瓦a山，司.B. rOrOJIb B BocnOMIIHaHHHX cOBpeMeHHHKoB H nepenHcKe， M.， H3.l1.・80
〆UYMOB，1924， CTp. 61-70， メ7-泉氏
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のであり，またそうでしかあり得なかったのであるC

最後に，今ひとつの付け加えておかねばならないことは，ゴーゴリの作家的精神とも言

うべきもので，初顛から-.-貫してみられる， 自己の作品に対する議格な否定的態度であ

る。すでに 1833年にポゴージγに宛てて次のように書いているo Iあなたは<<ディカニ
カ》のことをたず、ねておられます。あんなものはくそくらえで、すO 私はあれを出版しませ

んO たとえ，金銭的収入が私にとって必要なものだとしても……J62) さらに1837年にも

プロコポーヴィチに同様のことを書いているo I私i主自分の下手な作品のすべてを患い出

すと恐ろしくなります。それはまるでいかめしい告発者のように私の自に映ります。…

もし《検察官》の発行部数全部，それといっしょに《アラベスキ丸《夜話>>，その他のた

わごと全部をいきなり喰べてしまうような紙魚が現われたら……私は運命に感謝するでし

ょう。J63)

われわれは，ここにゴーゴりの恐ろしいまでの作家精神を見るO 彼の一瞬一瞬は，自己

の前進にあり，そのためには過去の一切を否定するのである O だが，こうした自己の精神

世界を対象化した作品の否定ということ辻，自己白身の否定でもあった。ゴーゴれまこれ

を徹底的に遂行したのであるG そして，この昌己否定の裏には，自己の社会的価値を客観

的に位重量づけたいという志向があった。これもまた彼の生涯を一貫している込りである O

この自己否定と自己の社会的髄値の実現に対する志向というこつの要因は，相互に補完し

合って彼の作家活動のみならず，その人間性をも規定した。彼は，作品を通して自己の社

会的価植を実現しようとしたとき，自己の作品世界が，醜悪な人間の本能を完膚なきまで

に暴き出していることに気づいたのである O

彼はそれに満足できなかった。彼は，自分の社会的揺値の実現という志向は，ロシアに

対する愛と一体化しなければならぬものと考えてL、たのだ。それは<(死せる魂)>第 1部

第 11章にロシアへの呼びかけとなって現われた。

「おまえに心を惹きつけるこの玄妙な，神秘の力は， いったいなんであろうか?おまえ

の長さと広がりのすべてにわたって，海から海へと伝わる，おまえのもの悲しい歌声が，

どうして休みなく聞こえ，耳たぶを打つのだろう?この中に， この歌の中にあるのはな

んであろう?われを呼び，働突し，心をつかんで離さないのはなんであろう P悩ましき

口づけを与え，魂に喰い入れわたしの心臓にからみつく響はいったし、なんであろうか?

ロシアよ，おまえは， このわたしにいったい何を望んぜいるのだ?おまえとわたしの潤

にはどんな不可思議なつながりが秘められているというのだろうか?おまえは何をそんな

に見つめているのだ。おまえの内部に存在するすべてが，どうしてこのわたしに期待に濡

ちたまなこを向けるのか? (中略〉この無限の広がり;主， {PJを予言しているのだろうか?

おまえ自身が涯しなき存在である以 l:，ιの大地に，おまえのうちに，どうして無般の忠

J患の生まれぬことがあろうか? 蹴勇の者の伸々と活躍する場がある以上， どうしてその

ような者がこの大地に存在せぬことがあろうか子 この力強い広がれ主，恐ろしい威力で

わたしの心の奥底にその姿を映しながら，怖しいまでにわたしを抱きすくめる O わたしの

62) fOrOJlb， T. X， CTp. 256. 
63) fOrOJlb， T. XI， CTp. 84. 
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再のまなこは異常な力に輝く O おお/ なんと輝やかしく，すぼらしい未だ世に知られぬ

僻地であろう/ ロシアよ /J54〉

これは，ゴーゴリのロシアへの愛，その未来に対する期待と彼の社会的価値実現への志

向が調和した見事な持情詩である。彼は未だ関かれcl.:J.~歩々としたロシアに本能的に心惹か

れ，自分のしなければならむことを期待に胸おどらせながら聴こうとした。この行情的な

章句は.ゴーゴリのロシアへの愛，及び社会的{面積実現の志向と，彼の表現力とのL、わば

最良の，そして最高の均禽点であっ 745 ここから彼が，ロシアへの愛を支えとして，社会

的緬値の実現へ 4 歩踏み出したとき，伎の文学は急速にその力を失ったのであるG

HeCKOJIbKO CJIOB 0 <<MepTBbIX 'uy凶 ax>>H. B. foroJI兄

K3詰瓦30XA詰只

ABTO予 H3CTO兄Ill，e員 CTaTbH，ytJ: HTbIB3兄 ~3HpOBoe cBoe06pa3He npOH3Be且CHH兄，

CTaBHT ce6e ueJIbIO K3K 6bI paCKpbITb Cy，ll.bOy 3aMbICJIa foroJI兄 B xO，ll.e ero 

pa60TbI. fOrOJIb， KaK yCTaHOBJIeHO， npHHHJ1C兄 3a pa60Ty Ha，ll. <<MepTBbIMH LLy-

WaMH)) B 1835 r. O，ll.HaKO pa60Ta 3Ta Ha BpeM兄ロpHOCT3HaBえHBaJIaCbU3-3a ，ll.pyroro 

npOH3Be，ll.eHH冗 T.e. KOMe，ll.IIH <<PeBH30p>)・ BOKpyrnpeMbcpa“PeBH30pa，" KOTOpbl註

HMeJI MeCTO B fleTep6ypre B 1836 r.， nO，ll.H兄JIOCbMHoro wyMy， a fOrOJIb， He nepeHo・

CHB pa3rop兄可eHHO員， ロOpO註 Bpa~ ，ll. e6HOH no OTHoweHHIO K aBTopy aTMOC中epbIB 

cpe，ll.e TeaTpaJIbHOA ny6JIHKH H nUCaTeJIbCKOrO Kpyra，日OKH，ll.aeTpO，ll.HHy. 

TaKHM 06pa30M Tenepb， ~HB兄 Ha 可y~6HHe ， roro.llぬ npHXO)!.HJIOCb oTpa6a-

TbIBaTb TaK Ha3bIBaeMyIO l-yぬ可aCTb (<MepTBblx LLy出》・ Pa60Ta 3aBep山 aeTC兄

JIHlllb B 1841 r. A rOrOJIb .llaBHO JIe.le兄JIIlJIaH 2-0詰'1aCTH<<MepTBblx lly出》・ O.llHaKO

)K 3TOT llJI3H OCT3Ba.71CH He33BepweHHbIM: 可epHOBHKH，K3K H3BecTHo， 336poWeHbI 
aBTopOM B orOHb .llBa pa3a. 

。えHH HCCJIe，ll.OBaTe.lIH roroJ羽 BH，ll.兄T npHtJ:HHy HeocyweCTBJIeHHH nJI3Ha 2-0品
tJ:aCTH ((MepTBblx LLy出>> B 1i.yXOBHOM KpH31Ice nUCaTeo71H， a .llpyrHe COBceM He 

BH，ll.兄T KaKHX-JIH60 npoTHBo予e1組員 B ero MHpoB033peHHH H TBoptJ:ecTBe. B tJ:eM 

npH可HHaHey，ll.a可H roro~î.兄 KO 2-0員tJ:aCTH <<iVlepTBblx LI.yw>) - BOT 'ITO H aBTop 
HaCTO兄lll，eH CTaTbH nbITaeTC兄 pa36HpaTb. K pa360py npHBJIeKa回 TC兄 3BTOpOM H 

3IlHCTOJI兄pHble 瓦aHHbIeforoJ既日 TaKHe “ BHe~lHTepaTypHble" cotJ:HHeUH兄， KaK-TO: 

<<ABTopCKa兄HcnOBe，ll.b)>，<<Y可e6狂a兄KHHraCJIOBeCHOCTH ，ll.JI匁 pyccKoroぉHO出 eCTBa)>H 

，ll.p. Bo061ll，e aBTopa HHTepecyeT npo6λeMa )KaHpa H CTHJI兄H B oc06eHHocTH Ha・

3BaHHoe caMlIM roroneM maHpoBoe H83B8HHe“口03Ma."

H3CKOJIbKO 3TO Y，ll.3.;'IOCb H KaK y6e.ll.HTeJIbHO BbI出 Aa CT3TbH， Cy，ll.HT QHTaTeAH. 
iV¥emJlY TeM 8BTOp H8，ll.eeTC兄HaHX OT3bIBbI. 

64) rorOJIb， T. VI， CTp. 22(ト221.
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